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令和 8 年 8 ⽉からの⾼額療養費制度の⾒直し及びシステムの対応について 
 

平素は弊社システムをご利⽤いただき、誠にありがとうございます。この度令和 8 年 8 月より 
実施される⾼額療養費制度の⾒直しに伴う、制度の概要および弊社医療訪問看護システムの 
対応方針についてご案内申し上げます。 
 
1. 令和 8 年 8 ⽉からの⾼額療養費制度の⾒直し（概要） 
令和 8 年 8 月診療分（令和 8 年 8 月 1 ⽇〜令和 9 年 7 月 31 ⽇）より、⾼額療養費の上限額が⾒直されます。 
令和 8 年 8 ⽉の改定において「所得区分」の変更はございません。従来の所得区分のまま、⾃⼰負担限度額のみが引
き上げられる形となります。 （※なお、令和 9 年 8 月には所得区分の細分化等のさらなる制度⾒直しが予定されて
おります。そちらのシステム対応につきましては、時期が近づきましたら改めてご案内申し上げます。）詳細な⾦額
等の変更につきましては、巻末の厚⽣労働省資料をご参照ください。 
 
2. 弊社医療訪問看護システムの対応について 
今回の⾼額療養費の⾃⼰負担額の変更に対応するためのプログラムをご提供する予定です。 
弊社担当より対象ユーザー様に対して、個別に 8 月中にご案内申し上げます。 
 
3. お客様側の対応について 
前述の通り、今回の改定では所得区分そのものの変更はございません。そのため、プログラム適⽤後は、 
以下の手順でご対応いただけます。 
 
① 従来通りの「⾼額療養費」画⾯から、令和 8 年 8 月以降の適⽤期間に対する「所得区分」を登録してください。 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
② 所得区分の登録後、レセプト（訪問看護療養費明細書）を作成すると⾃動的に新しい負担額が反映されます。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例︓後期⾼齢（一般Ⅰ）の場合 

18,000 円 / ⽉（改定前） 

↓ 

22,000 円 / ⽉（改定後） 

令和8年8月からの所得区分を登録します。 
（※所得区分に変更がなければ、適⽤期間が 

令和 8 年 8 月をまたぐ⼊⼒方法をされていた場合

でも正しくレセプトに反映されます） 



4. 参考資料 
厚⽣労働省より公開されている案内資料を添付しております。併せてご確認ください。 
出典︓厚⽣労働省ウェブサイト「⾼額療養費制度の⾒直しについて」（https://www.mhlw.go.jp） 

 
  



 
 
 

以上 


